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尿路感 染症 に対す るFosfomycincapsuleの 使用経験
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尿路感染症は泌尿器科患者中もっとも頻度が高く,不

充分な治療によって後に重大な合併症を残すことから,

充分な早期治療が要求されてきた。 この目的のために今

日まで各種の抗菌物質が導入されてきたが,な お満足す

べきものはない。

アメリカMerck社 お よびスペインCEPA社 で共同開

発されたFosfomycinは 極めてユニークな化学構i造をも

っ新抗生物質で,グ ラム陽性菌,陰 性菌のいずれに対し

ても80%以 上 の株に抗菌作用をもっといわれる。

今回このような特性をもっFosfomycinを 臨床に用い

る機会を得たので,そ の成績をここに報告する。

研究対象ならびに方法

対象は広島大学医学部附属病院泌尿器科および県立広

島病院泌尿器科において経験 した16才 から69才 にいた

る男子12例,女 子10例 の各種尿路感染症例で,そ の大

半は中間尿の定量培養法で細菌教が105/ml以 上 を示 し

た症例である。

これらの症例に対しFosfomycin500mgを 含 むカプ

セルを1日3回 毎食後直ちに2カ プセルずつ経 口投与し

た。投与期間は全例7日 間(総 量219)の 画一的投与法

とし,こ の間は他の抗菌性薬剤,消 炎剤,解 熱鎮痛剤の

併用はもちろん,胃 散の併用も行なわなかった。

効果の判定は治療開始後8日 目に自覚症状と他覚所見

について行なった。すなわち,い ずれも2段 階改善 した

ものを著効1段 階改善したものを有効,改 善のみられ

なかった ものを無効とした。尿中細菌については10猛/m1

以下 に減少 したものを著効103/m1以 下に減少した も

のを有効,こ れにいたらぬものを無効とした。臨床効果

は上記自覚症および他覚所見の両者が著効を示したばあ

い著効(E),両 者 が有効か一方が著効で他方が有効のも

のを有効(F),ま たいずれかいっぽ うが無効ないし両者

が無効のばあい無効(P),と 判定 した。

投薬中止後7日 目,す なわち治療開始後15日 目に再

度来院させ再発の有無を検討 した。

副作用についてはFosfomycinに もとつくと思われる

臨床症状とともに,大 半の症例に対 し治療に伴なう腎機

能(BUN),肝 機能(血 清ビリルビン,ZnTT,GOT,GPT)

お よび末梢血液像(赤 血球,白 血球,Hb,Ht)の 変動を

検討した。 なお 末梢血液像については 土10%,腎 機 能

および肝機能については 土20%以 上の変動をもって影

響ありと判定 した。

成 績

1) 自覚症に対する効果(Table1,2)

排 尿痛および頻尿の改善に比 し残尿感の改善がやや劣

り,慢 性症例では急性症例に比 し効果が劣った。

2) 尿中白血球に対する効果(Table1,3)

22例 中16例,72.7%で なんらかの効果がみ られた

が,こ こでも慢性症例でその改善が劣った。

3) 起 炎菌に対する効果(Table4)

22株 中15株,68.2%に 充分な効果がみ られた。菌

種別にその効果をみ るとまだ数例の検討 であるがE.

coli, Sta. epidernzidisに 比 しEnterococcus, Ps. ae-

ruginosa, Neis. gonorrhoeue,Proteusな どに対する

効果は劣った。

4) 臨床効果に対する効果(Table1,5)

22例 中著効9例,40.9%,有 効6例,27.3%と 合計

15例,68。2%に なんらかの効果がみられた。 また急性

例では9例 中8例,88.8%と 有効例が多くみ られたの

に対し,慢 牲症例ではその効果が劣った。

5) 再燃について

治療終了時点で臨床効果のみられた15例 中1例,6.7

%で 治療終了後1週 目に再燃がみ られた。

6) 副作用について

アレルギー様 症状,胃 腸症状を訴えたものを経験 しな

か った。

7) 臨床検査成績に対する効果(Table6and7)

検討 したいずれの症例においても腎機能,肝 機能に対

する明らかな影響はみられなかった。肝機能検査でビリ

ル ビンが3例 で20%以 上増加したが,い ずれも正常範

囲の変動であった。また白血球数を除く末梢血液像に対

する影響も検討 した範囲ではいずれも 土10%以 内の変

動に とどまった。

考 按

Fosfomycinはstreptomycetesに 由来す る抗生物質

で,細 胞膜の合成を阻害することによってその作用を示

すことが知 られている1)。

大腸菌に対するFosfomycinのMICは 低 く,そ の大

半が3μg/ml以 下 といわ れ2),自 験 例でもE.coliに
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Table 1 Clinical result of fosfomycin

Table 2 Effectiveness of fosfomycin on subjective symptom

Table 3 Effectiveness of fosfomycin on leucocyte in urine
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on patients with urinary infection

Table 4 Effectiveness of fosfomycin on microbes from patients 

with urinary infection
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もとつ く急性尿路感染症では有効例が多く,本 剤のもっ

ともよい適応と思われた。これ に対 しPseudomonas,

Enterococcus,Neis.80norrhoneな どに対するMIC値

が比較的高い株の存在が知られてお り2),自 験 例は この

点においてもこれを支持するにとどまった。このことは

Pseudo7nonas,Proteusな どgram陰 性菌 に よること

の多い慢性複雑性尿路感染症,Enteromcus,Stapylo-

oocouSな どが比較的多く証明され る慢性前立腺炎,尿

道炎などに対する効果の劣ることが推定され,こ の面で

はこれまでのaminoglycosid系 薬剤のほ うが優れてい

ると思われた。またあまりよい適応ではないが3),淋 菌

性尿道炎の2例 の経験では1例 に効果を得た。

他方,本 剤はその特性として副作用の少ないことが注

目され,そ の簡単な構造式 と関係があるとも推定されて

きた。自験例では一部の症例で白血球数の正常域への減

少をみただけで,胃 腸障害を含め副作用 と思われるもの

を全 く経験せず,比 較的安全に使用可能な薬剤の1つ と

思われ,難 治性疾患に対 しこれまでしばしば用いられて

きた色素系化学療法剤に比 し効果の上での利点は大 きく

なかったが,胃 腸障害,ア レルギーなど副作用の面から

は有利 と思われた。

結 語

尿路感染症22例 に対しFosfomycinに よる治療を試

み,次 の成績を得た。

1) 1日3gを3分 のうえ7日 間経口投与 した結果,

22例 中著効9例,40,9%,有 効6例,27.3%と 合計15

例,68.2%に 臨床上満足すべき成績を得た。

2) 認 むべき副作用は経験 しなか った。
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Table 5 Clinical result of fosfomycin 

classified by diagnosis
Table 6 Influence of fosfomycin on 

laboratory findings (I)

Table 7 Influence of fosfomycin on 
laboratory findings (II)
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FOSFOMYCIN CAPSULE IN URINARY TRACT INFECTIONS
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Clinical evaluation of fosfomycin, a new antibiotic, was studied in 22 patients with urinary infec-
tions who were given orally 3. 0 g of fosfomycin per day for 7 days, and following results were 
obtained. 

1. Satisfactory results were obtained in 8 cases out of 9 nonspecific acute infection cases, whereas 
7 out of 13 complicated chronic cases. Satisfactory result was obtained thus in 68. 2% in total. 

2. No side effect was observed.


